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グレンアイラ市に住む高齢女性の暮らしとライフヒストリー(その5)

野過 政雄

メルボルンのグレン･アイラ市に住む3人の高齢女性に,(壬)日常生活,②ライフヒスト1)

-,(3:)何に幸福感を感じるかの3点に関して聞き取り調査を2006年9月におこなった｡本

稿では3人の語りを提示し,それに考察を加えた｡
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1 本稿の目的

筆者は日本学術振興会科学研究費補助金を得て,

メルボルン (-メルボルン大都市圏)に住む高齢女

性の暮らし,とくに,そうした女性が取り結ぶ社会

関係に関する調査を2004年4月から始めた｡2005

年H月から9月にかけてメルボルンにあるグレンア

イラ (GlenEira)市で65歳以上80歳未満の高齢女

性を対象に調査票による標本調査をおこない,200

人を調査することができた｡グレンアイラ市は,メ

ルボルンの中心から南東に10キロメー トルほどの

ところにある｡,標本調査のあと,調査対象者のうち

詳細な聞き取り調査に応じてもよいと回答した7人

の高齢女性を再度訪問し,日常生活やライフヒスト

リーについて聞き取り調査をおこなった｡この聞き

取り調査の結果は 『研究集録』に ｢グレンアイラ市

に住む高齢女性の暮らしとライフヒストリー｣(そ

の1)から (その4)として発表した｡

翌年の2006年8月から9月にかけてグレンアイ

ラ市の別の地区で同じ年齢帯の高齢女性200人に同

様の標本調査をおこなった｡標本調査のあと,調査

対象者のうち詳細な聞き取り調査に応じてもよいと

回答した3人の高齢女性を再度訪問し,日常生活や

ライフヒストリーについて聞き取り調査をおこなっ

た｡標本調査の調査対象者に聞き取り調査をおこな

ったのは,そうした高齢女性がどのような日常生活

をおくっており,これまでどのような人生を歩んで

きたのかを理解すれば,標本調査のデータの分析結

果をより的確に解釈できるだろうと考えたからであ

る｡

聞き取り調査の調査対象者をオーストラリアで生

まれ育ったヨーロッパ系の高齢女性かイギリスから

の移民に限った｡調査対象者をこのように限定した

のは,次の理由からであるO 高齢女性の日常生活や

ライフヒス トリーは,民族によって大きな相違があ

ると考えられる｡メルボルンに住む高齢者を研究す

る第一歩として,調査対象者の多数をしめるオース

トラリアで生まれ育った高齢女性やイギリスからの

移民の高齢女性の日常生活やライフヒストリーを明

らかにすることがまず必要であるOそこで,オース

トラリアで生まれ育った高齢女性とイギリスからの

移民の高齢女性だけに絞って聞き取り調査をおこな

った｡

本稿では,2006年におこなった聞き取り調査の

結果を提示し,それに考察を加えたい｡

2 調査方法

知らない基本的事柄や理解できない俗語的表現に

出くわしたときに,筆者がそれらを調査対象者に尋

ねながら調査をしてゆくと,会話がうまく弾まなか

った｡そこで,筆者があらかじめだいたいの質問項

目を作成し,雇用した調査員に質問をしてもらった｡

調査であらかじめ決めておいた質問項目は,(∋日常

生活,②ライフヒストリー,③何に幸福を感じるか

の3点である｡調査員にこの3点を調査対象者に質

問するように指示をしたOこのように,おおまかな

質問をあらかじめ用意しておいたが,調査対象者に

自由に語ってもらう非構造化インタビューをおこな

った｡筆者も聞き取り調査に立ち会った｡調査対象
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者が語った内容が不十分であるときや,話された事

柄について更に詳細に調査対象者から聞き出したい

ときには,筆者が臨機応変に質問をすることもあっ

た｡会話をミニディスクレコーダーに録音し,テー

プ起こしをあとでおこなった｡会話を理解できない

ときは,筆者はミニディスクのその部分を調査員に

聞いてもらい,調査対象者の話の背後にある文化

的 ･社会的背景を解説してもらったり,俗語的表現

の意味を説明してもらったりした,.

3 提示の方法

調査票による面接調査で,健康状態,活動能力,

高齢女性のパーソナルネットワーク,主観的幸福感

を測定した､̀これらは調査対象者の暮らしを理解す

るのに役立つから,その結果も提示しておく｡

まず,健康状態は,調査対象者に1の ｢まったく

健康である｣から5の ｢病状が慢性的にとても悪い｣

の5段階で自己評価してもらった｡

次に,活動能力は,ロートンの活動能力指標を用

いた (Lawton1972)｡これは,｢あなたは′｣､切手を
書いたり,支払いをしたり,金銭出納記録をつける

ことができますか｡｣といった10の質問に ｢開放な

くできる｣,｢自分でできるがむずかしい｣,｢助けか
必要｣,｢自分ではできない｣の4つの回答からいず
れかを選んで答えるものである｡

それから,パーソナルネットワークの測定方法で

ある｡筆者 (野遵 2000)は,かつてメルボルンで

20歳以上55歳以下の女性を対象に調査をおこなっ

たことがあるO このときに,パーソナルネットワー

クを測定するために開発した質問を用いて,高齢女

性のパーソナルネットワークを測定したOこれは,

次o)ようなものである｡高齢女性が取り結ぶ社会関

係を測定するため,(亘)回答者が入院した場合の世話,
②200-300ドル (14,000-21,000円)の借金,③

仕事 Lの話と相談,④心配事の相談,⑤失望や落胆

をしているときの慰め,⑥留守のときの家の世話,

⑦些細な物やサービスの入手,⑧交遊,といった8

つの日常生活の状況で,サポートを仰いだり,交際

したりする相手の名前を尋ねた｡①～⑦については

サポートを入手できる可能性にもとづいて,⑧だけ

は交遊したという事実にもとづいて名前をあげても

らった｡また,(主)から(葛までの質問では同居する家

族構成員を含めて相手の名前をあげてもらい,(i)か

ら⑧までの質問では,同居する家族構成員を除いて

相手の名前をあげてもらった｡それと,③の質問は

就業している回答者にのみ尋ねた｡回答者がこれら

8つの質問で少なくとも1回相手の名前をあげたと

きに,回答者はその相手と社会関係を取り結んでい

るとする｡こうして名前をあげられた相手それぞれ

について,(i澗 柄と(卦居住場所を尋ねたOあげられ

た人は間柄によって,亘)同居家族,② (同居家族外
の)親族,(享)近所の人, (亘)友人,⑤職場仲間 (上司

や同僚)の5つに分けた｡これらの社会関係数を合

計して,パーソナルネットワークの規模 (-社会関

係の総数)を算出した｡居住場所は,L'il歩いて15

分以内の地域 (以下では,｢近隣地域｣と呼ぶ),②
(近隣地域を除外した)サバーブ,③ (近隣地域と

サバーブを除外した)メルボルン,④ (メルボルン

を除外した)ビクトリア州,堰)(ビクトリア州を除

外した)オーストラリア,(亘)外国の6つのうちのど

こかを尋ねた｡

最後に,主観的幸福感は,ロー トンのPGCモラ

ールスケールを用いた (Lawton1975)｡これは.

｢あなたは自分の人生が年をとるにしたがってだん

だん役だたなくなってくると感じますか｡｣といっ

た17の質問に ｢はい｣か ｢いいえ｣で答えるもの

である｡そして,高いモラールと関連する選択肢を

選んだ場合に1を与え,そうでない場合は0を与え

る∩この得点を17の質問について合計してゆくの

で,値は0から17まで分布する｡言うまでもなく,

得点が高いほど幸福感が高いということになる｡

高齢女性の話をできるだけ臨場感をもって再現す

るために,高齢女性の話は一人称の形で,紹介する､

質問項目の順番に高齢女性の話を紹介してゆく｡話

はそのまま日本語に翻訳して紹介をしているわけで

はなく,若干の編集をおこなっている｡というのは,

調査対象者は,必ずしも,話をまとめて,論理的に

話してくれたわけではないからである｡例えば.調

査員が日常生活について尋ね終わって,別の事柄を

尋ねているときに,調査対象者が思い出したように

日常生活について再び話し始めるといったことがあ

った｡もし調査対象者の話をそのまま日本語に翻訳

すると,日常生活についての話がさまざまなところ

に分散して,理解しづらくなってしまう｡だから,

日常生活についての話は最初にまとめることにし

た｡このように話を整理するといった編集はおこな

っている｡本文の括弧内に書いてあるのは,話の背

後にある文化的 ･社会的な事柄の解説である｡人名

は,すべて仮名にした｡

4 3人の語り

(1)マーガレット

マーガレットさんは1939年生まれで,無宗教で

あるD夫婦二人で,フラット (平屋建てのいくつか

の家が繋がった長屋形式の住宅)に住んでいる∪夫

も1939年生まれである｡彼女はイギリスの田舎町
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(town)で生まれ育った｡ロンドンの教員養成大学

で勉強し,教員となったo子供が小さいとき,専業

主婦を一時していたが,教育に長い間たずさわって

きた｡夫がオース トラリアでの仕事に就いたので,

1982年にメルボルンへ移住 した｡オーストラリア

でも教育にたずさわり,2000年に退職した.,

マーガレットさんは自分の健康状態を2と評価 し

ていたから,健康状態は比較的良いといえるOロー

トンの活動能力指標によれば,彼女は10項目のう

ち9項目を ｢問題なくできる｣と,1項目を ｢自分

でできるけれども,むずかしい｣と答えていたから,

活動能力はとても高いと判定できるoマ一一ガレット

さんのパーソナル ･ネットワークは,夫,2人の息

千,1人の息子の妻,2人の近隣者,6人の友人か

ら構成されているQ2人の近隣者は ｢近隣地域｣に

おり,2人の息子,1人の息子の妻,すべての友人

は ｢メルボルン｣に住んでいるOロー トンのPGC

モラール ･スケールの得点は14点と,幸福感は高

い｡

マーガレットさんの年譜は,表 1のようであるQ

表 1 マーガレッ トさんの年譜
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得｡幼稚園の閲 兵となる｡

①日常生活

毎日,朝起きて,シャワーを浴び,朝食を食べま

す｡たいてい,ベッドにいる夫のところに紅茶を持

っていってあげます._.私は早起きで,6時か6時半

に起きます｡日中に散歩しないときは,朝食の前に

散歩します｡20分から30分とても早足で歩きます｡

私は朝食の前に庭の手入れや水やりをしますから,

夫とは別に朝食を取ります｡朝食の後,私は新聞の

エ イジ (TheAge)に載っている暗号クロスワー ド

((:ryptie(･rosswords)を解き始めます｡そうすると,

私はそのことばかりを考えています｡すぐにクロス

｢/- 卜を解けない場合は,昼間コーヒーやお茶の小

休憩をするときにそれを解きます｡

月曜日には,雑用をします｡縫い物をしたり,誕

生日の贈 りものを作ったり,工芸品を作ったり,ク

リスマスの飾り付けをしたり,工芸品を作るために

買い物に行ったり,手紙を書いたり,Eメールをし

たりします｡夫のピーターもコンピューターを使い

ますから,コンピューターの取 り合いになります｡

でも,ピーターはたいてい月曜日に家にいませんか

ら,私はEメールを月曜日にします｡ピーターは私

と同じ年齢で67歳ですが,ピーターの万が少し苦

いです｡私の言い方をすれば,月曜日は ｢私o)自由

日 (myfreeday)｣です｡特別にすることがないと

きには,読書をします｡私は夕食をいつも作 ります｡

6時半から7時に夕食を食べます｡夕食前に,私た

ちはワインを飲みます｡ピーターが夕食の後かたづ

けをします｡夕食の後に,テレビを見たり.録画し

たテレビ番組を見たりします｡あるいは,読書をし

たり,音楽を聞いたり,ビデオを見たりします｡川

時に寝ます｡

火曜日には,家のことをします｡家の掃除をした

り,洗濯をしたり,アイロンがけをしたりと家のこ

とをします｡朝の散歩をしないで,すぐに洗濯をし

ます｡火曜日に何か別のことをしないといけないと

きには,月曜日と火曜日を交替して,月曜日に家の

ことをします｡午前中にコーヒーの小休憩を一回取

り,午後とお昼にお茶の小休憩を一回取 ります｡そ

して,毎日,暗号クロスワー ドを解きます｡夕方と

夜のすごし方は,月曜日と同じです｡一週間に一度,

レストランから持ち帰 り料理 (take-away)を買っ

したりします｡たいていは友人と一緒にレス トラン

に行きます∩持ち帰 り料理を買ってきたり,外食を

したりする11は,週によって違います｡今週は今夜,

友人と外で食事をします｡

水曜日は,一日中,孫のうちの一人を世話します｡

その孫は14ケ月です｡孫は朝 9時に家に来ます｡

孫が毎日やることに合わせて,私はその日をおくり

ます｡孫がこの家に来ると,私はまず孫と遊んであ

げます｡その後,私が ミルクをあげると,孫はそれ

を飲み,寝ます‖そうすると,私はコーヒーの小休

憩をし,暗号クロスワー ドを解きますU孫が起きる

と,私は昼食を孫と一緒に食べますOこの頃,孫は

一人で食べられるようになりました｡午後にまた孫

と遊んであげますし,天気が良ければ,いつも孫を外

に連れて行ってあげます｡これが.私の水曜日の散

歩となります｡孫は末の息子の娘です｡孫は午後5

時までこの家にいます｡息子の妻は水曜日に年上の

子供たちを放課後水泳教室に連れて行ってあげた

り,日ごろできないおつき合いを友人としたり,歯

医者に行ったり,美容院に行ったりします｡見たい

映画があるとき,私は夫と水曜日の夜に映画をよく

見に行きます｡夫は火曜日と木曜日にゴルフをする
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ので,遅くまで帰宅しません｡そして,火曜日と木

曜日にはたいてい7時半に夕食を取ります｡ですか

ら,映画に行くのは水曜日になります｡夫は土曜日

にも,ゴルフに行きます｡

木曜日の昼間のいずれかの時間に,私は買い物に

行きますO午後に何かやることがあれば,午前中に

買い物に行きます｡逆に,午前中に何かやることが

あれば,午後に買い物に行きます｡今はコンピュー

タの講習会へ午前中に3時間行っていますから,冒

い物を午後にしています｡講習会は,グレン･ウェ

ーバリー (GlenWaverly,メルボルンの中心から東

南東に18キロほどのところにあるサバーブ)で開

かれています｡私は幼稚園の園長をシンドール

(syndal,グレン･ウェーバリーにある鉄道の駅)

でしばらくしていましたOそこに住んでいる,かつ

て私の助手であった人が昨年その講習を受講し.私

にその#常会のことを教えてくれました1,60歳以

Lの人のために開かれているコンピュータの講習会

です｡その講習会の魅力は授業料が安いことです｡

この家の道路を挟んだ前に老人大学 (Universityof

theThirdAge)がありますが,私が行っている講習

会は授業料が老人大学よりも安く,10週間の講習

でわずか65ドルです｡ファミリー ･アンド･チャ

( ルド･ネ､ソトワーク (FamilyandChildNetwork)

という団体が講習会を開いていますし､その団体は州

政府の財政的援助を受けています｡そこには保育施

設があ--'たり,障害などのために特別なニーズのあ

るj'-供たちが毎日通っていたり,10代の若者のた

めに職業訓練をしたりしています｡その団体は幅広

い活動をしています｡その団体のほとんとV)職員に

コンピュータを教えることが必要だということで,

コンピューターの講習会はもともと始まりました｡

職員にコンピュータを教えることが必要でなくなっ

た後も,職員は自分の家族や友人にその講習会のこ

とを話したので,職員以外の人が雪だるま式に受講

するようになりました｡そこではケータリングも教

えているので,コンピュータの講習会だけでなく,

料理教室も開かれています｡すべての講習が60歳

以上を対象としているわけではありません｡インテ

グレーション･エイド (integrationaid)のクラス

もありますが,そのクラスに行っているのは概して

若い人たちです｡公立学校や私立学校に通っている

生徒が特別な支援を必要とするとき,その団体は生

徒が学校で毎日の授業についてゆけるように支援し

ています｡その支援がインテグレーション･エイト

ヒ呼ばれています｡学習障害などのために支援が必

要な年徒をそこに連れて行くと,一対一で20分と

か30分指導をしてもらえます｡その後,その生徒

は自分が通っている学校に戻ります｡

私がコンピューターの講習を受けているところで

は,理由はわかりませんが,工芸のクラスが木曜日

や金曜日に開かれます｡木曜日にコンピュータの講

習会がないときには,私は木曜日や金曜日に工芸の

クラスに行きますOそこでいろいろな工芸を習って

います｡刺繍による壁掛け,中国画,クロスステッ

チなどです｡

金曜日には,夕食をいつものように取ります｡金

曜日にも,洗濯や掃除をたいていやらないといけま
せん｡たいてい美容院に行きます｡外出しますから,

ついでに買い物もします｡それと,金曜日には,幼

稚園にも行くようにしています｡その幼稚園で.私

は過去2年間にわたってボランティアとしてある男

の子を助けてきましたが,今はそれをやっていませ

ん｡その子はダニエルといいます｡今年,その子は

学習や生活上の支援をその幼稚園で受けています｡

連邦政府や州政府は4歳未満の子供の指導に財政的

援助をしませんので,その子は昨年まで支援を受け

ることができなかったのです｡その子は歩けません

でしたから,助けがないと幼稚園に通園できません

でしたO今は足にボトックスの注射 (botoxinjec-

tionJをしています｡このおかげで,自分で立つこ

とができるようになりました｡とても頭のよい子で

すoその子には身体的な障害があるだけです｡足が

わるい上に,その子は視力がとても弱いのです｡最

近,眼鏡を替えたら,その子はとても変わりました｡

たぶん,眼鏡レンズの以前の処方葺がよくなかった

のでしょう｡

この子の前に,私は私の友人の息子をダニエルと

同じ幼稚園で支援していました｡その子は幼稚園で

学習や生活上の支援をもう1年受けることが実際に

必要でした｡しかし,政府はその子が幼稚園でその

支援をもう1年受けるための費用を負担しませんで

した｡政府は場所を提供してくれただけでした｡私

はボランティアでその子を助けてあげました｡当時,

その子は5歳半でした｡その子にはさまざまな学習

障害がありましたし,今でもあります｡出産のとき

に,その子の脳が傷つけられてしまったのです｡来

年にはそうした支援を必要とする子が幼稚園にいな

くなるかもしれませんが,私は幼稚園と関係をまだ

持ち続けています｡その幼稚園はパークデーJt'

(parkdale,メルボルンの中心から22キロメートル

ほど南東にあるサバーブ)にあります｡

持ち帰り料理を買ってくるとすれば,金曜日にそ

うします｡フットボール (オーストラリアン･ルー

ルズ･7､ソトボール)の試合を見に行くのは,金曜

日か土曜 日です｡私たちはディーモンズ (The
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Demons,オース トラリアン･ルールズ ･フットボ

ールのチームであるMelbourneFootballClubの愛

称｡メルボルン･クリケット･グラウンドをホー

ム ･グラウンドとしている)を応援しています｡私

たちはメルボルン･クリケット･クラブ (オースト

ラリアで最も歴史のあるスポーツ ･クラブで,メル

ボルン･クリケット･グラウンドを管理しているU

正規会員になると,このグランドで開催されるオー

ストラリアン･ルールズ･フットボールとクリケッ

トのすべての試合を観戦できる)のメンバーです｡

ですから,フットボールのシーズン中には週末はメ

ルボルン･クリケット･グラウンド (メルホルン0)

都心近くにある,オーストラリア最大のスポーツ･

スタジアム)にしばしば行きますG私たちはテルス

トラ･ドーム (メルボルンの都心の西隣にあるスタ

ジアム)には行きません｡私たちはメルボルン･ク

リケット･クラブの会費を毎年払っていますから,

メルボルン･クリケット･グラウンドに入るために

更に入場料を払わなくていいのですL,テレビでスポ

ーツの中継をよく見ます｡私は自分ではしませんが,

ゴルフに興味があります｡私たちはケーブル ･テレ

ビに入っていて,スポーツのチャンネルをよく見ま

す｡私たちはクリケ､ソトが大好きですから,テレビ

で試合を見ます｡クリケットの試合がメルボルンで

開かれるときは,試合を見るために毎日メルポJL,

ン･クリケット･グラウンドに行きますO今年はイ

ングランドのチームがメルボルンに来て,Lji]際試合

(testmatch)をします｡ヒープ ･フォー ･シ･ア

ッシーズ (HeapfortheAshes)のカップ (クリケ

ットの三柱門を燃やした灰を入れたカップで,イギ

リスとオーストラリアの国際試合に勝った国に与え

られる)をかけた試合ですO毎年,この季節 (9月)

の週末,私たちは外のどこかでスポーツをたいてい

観戟しています｡クリスマスにメルボルンで開催さ

れるクリケットの国際試合を観戦に必ず行きます｡

土曜日の午前中,夫のピーターと私はときどき外

出して,朝食を外で食べます｡私たちは二人とも今

は退職しています()私たちが働いていたとき,私た

ちはしばしば外で土曜日の朝食を食べました｡私た

ちが土曜日に外で朝食を食べないときは,外でコー

ヒーを必ず飲みますOこの習慣は私たちが (ングラ

ンドにいたときからのものです｡夫は外l些lによく出

張していましたO夫は金曜日の夜になってようやく

帰宅し,土曜日の午後はスポーツをし,El曜日には

子供たちの相手をしていましたから,私たちがじっ

くりと話し合えたのは土曜日の午前中たけでした｡

土曜日の午前中に朝食を外で食べないときは,私た

ちは外でコーヒーを一緒によく飲んだものです｡こ

の習慣を今でも続けています｡ときには土曜日の午

前中にビクトリア ･マーケット (VictoriaMarket,

メルボルンの中心にある大きな市場で,観光名所で

もある)やプララン･マーケット(PrahranMarket,

メルボルンの中心から6キロメートルほど東南東の

プラランにある大きな市場)といった市場の1つに

行ったりもします｡そして,私たちはコーヒーを一

緒に飲みますOピーターは11時半か12時にゴルフ

に行きます｡.何かやらないといけないことがあるか

どうかによりますが,私は工芸品を土曜日の午後に

作ります｡ 2週間に1度ほど,孫たちが土曜日の夜

に泊まりに来ます∪その間に,子供夫婦は友人たち

とおつき合いをします｡孫たちが土曜日の夜にいる

とき,夕食はスパゲティやフイシュフィンガーズ

(fishringers,細長い切 り身の魚のフライ)といっ

た簡単な食事となります｡孫たちがいないとき,私

たちは普通の食事を取ります｡土曜日の夜に,友人

を招いて夕食を取ることもあります｡

孫がいないとき,私たちは日曜日の朝少し朝寝坊

に乗ってチェスターフィールド通り (Chesterfield

Avenue,メルボルンの中心から8キロメートルほ

ど南東のサバーブであるマルベルンMalvernにある

通り)にあるすてきなパン屋で特別なパンを買いま

すO.あるいは,ハンプトン通り (HamptonStreet,

メルボルンの中心から南東に10キロのところにあ

るサバーブであるブライトンBrightonにある通り)

に行って買い物をして,戻ってきますO日曜日の午

前中にどういったことをしないといけないかにより

ますが,私たちはたいてい庭いじりをしたり,窓を

きれいにしたり,洗車をしたりします｡日曜日の午

後にスポーツなどをしないとき,私たちは新聞を読

み,私はクロスワードを解きます｡何もしないこと

もあります｡たいてい日曜日には,私は友人と昼食

を外で食べたり,あるいは友人を自宅に招いたりし

ます｡私たちは歳をとったので,夜に車を運転して

移動することがたい-んになってきました｡そこで,

この頃では,私たちは友人と夕食を取るよりも昼食

を取ることが多くなりました｡私たちにはとても親

しい友人かマウント･イライザ (Mt.Eliza,メルボ

ルンの中心から42キロメー トルほど南南東にある,

海に面したサバーブ)にいます｡私たちは1ケ月に

1度一緒に昼食を食べていますが,来月はその友人

がこの家に来ます｡この頃では,夕食よりも昼食を

その友人を一緒に取るようになりました｡日曜日の

夜にはテレビを見ますOたいてい,ABC (公共放送)

の番組を見ます｡
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(塾ライフ･ヒス トリ-

私はイングランドのケント州 (Kentcounty,イ

ングランド南部の東端にある州｡ロンドンの南東に

ある｡)にあるメイドストーン (Maidstone)に生ま

れました‖そこは,イングランドの南東にあります｡

海岸ではありませんが,海岸に近いところです｡海

岸からは20分ほどでヨーロッパ大陸へ行けますO
私はそこで生まれ育ちました｡メイトストーンは別

舎町 (tow上l)で,私が生まれ育った頃は,まわり

に農村 Lcountry)が広がっていました.今では,

家がそこに建ち並んでいますが,都市 (city)とは

いえません｡私が子供の頃は,果樹園を通り抜けな

がら歩いたり.サイクリングをしたりして,川 (メ

ドウェイ川,theRiverMedway)に行くことができ

ました｡今では,果樹園はもうありません(,ケント

州はイギリスの主なフルーツの産地の 1つでした｡

ケント州のもう1つの有名な作物は,ポ､ソプでし

た｡

私の父親は薬局をしていました｡店の隣に自宅が

ありました｡私は1938年に生まれましたし.第2次

世界大戦がちょうど始まった年です｡私の父親は年

を取っていたので,第2次世界大単綱目こ徴兵される

ことはありませんでした｡医者は私たちが住んでい

た地域にはあまりいませんでしたL,ですから,病人

が出たときには,夜にはいつも電話がかかってきて,

父親は薬についてアドバイスをしていました｡私の

寝室は薬局の隣にありましたから,夜中によく眠れ

ませんでしたO

戦争が激しくなったときに,両親は私たち姉妹を

個人的に疎開させました｡私たちの住んでいる近く

で爆撃がおこなわれるようになったからです｢,私た

ちの住んでいたところはロンドンから40キロしか

維れていませんでした｡ ドイツ軍はロンドンを爆撃

しようとしました｡ロンドンをめざす爆撃機が私た

ちの町の上空をよく通りました｡とても近くに,2

つのかなり主要な飛行場がありました｡.その1つは

夜間の爆撃で完全に破壊されてしまいました｡その

頃は,奇妙な時代でした｡私たち姉妹は農村に送ら

れ,私の祖母の縁戚の人と住むことになりました｡

祖母とそ0)妹が迎えに来てくれました｡父親と母親

はメイドストーンにとどまって,働き続けました｡

伯父と伯母はガソリンを買えなかったので,車を走

らせることができませんでした｡代わりに,ポニー

に荷車をつけて使っていました｡私たちはポニーと

荷車で1週間に1度市場へ行きました｡私は,この

ことを今でもはっきりと覚えています｡私の姉は私

よりも3歳年上でした｡2人の男の子のいとこも私

たちと同じようにそこへ疎開させられていました｡

年上の男の子は姉と同じ年齢で,年下の男の子は私

と同じ年齢でした｡私たちはそのいとこたちときょ

うだいのように一緒に暮らしていました｡1そのいと

こたちとは今でもきょうだいのように親しくしてい

ます｡この頃では会うことはありませんが,いつも

Eメールで連絡を取り合っていますO

戦争が終わって,私はふつうの生活に戻りました｡

私は5歳から18歳までメイドス トーンで学校に行

きました｡ピーターと私は姉妹校に通学していまし

た一】ピーターと私はお互いに知ってはいましたが,

当時つき合っていませんでした｡ピーターは,第2

次世界大戦中ウェールズで育ちました｡ピーターの

父親は,第1次世界大戦の後にそうであったように,

第2次世界大戦が終わったら不況になると考えまし

たOそこで,ピーターの家族はウェールズからドイ

ツ軍が最もひどく爆撃をおこなったケントに移り住

みましたO今から振り返ってみると奇妙な決断です

が,私は次のようなことからピーターの父親はそう

した決断をしたと思います｡ピーターの父親は学校

の先生でした｡彼は,坑夫の家族の出身です.〕彼は

働きながら苦学して大学を出て,坑夫の状況から抜

け出しました｡ですから,坑夫に戻りたくありませ

んでした｡教師としての就職口がケントにあったの

で,彼はそれに就いたのでしょう｡彼にはそれ以外

の選択肢はなかったのだと思います｡

私は学校を卒業してから,ロンドンの教員養成大

学で勉強しました∩2歳から8歳までの子供を教育

するコースで学びましたO当時,そのコースは24･'･

間の課程でした｡卒業後,私は生まれ育ったメイト

ストーンに戻って学校で教え始めましたO当時,両

親がア･供の大学の授業料を負担できないとき.ケン

ト州はその子供に大学進学のための奨学金を出して

くれました｡しかし,卒業後,その子供は奨学金を

返済するためにケントに戻って学校で2年間教えな

いといけませんでした｡私は奨学金をもらっていた

ので,ケント州に戻って学校で教え始めたのです､､

学校で教え始めてから,ピーターと私は真剣に交際

するようになりました｡私が20歳のときからです｡

ビーターはオックスフォード大学で地理学を専攻し

ましたが,地理学を生かせる仕事に就くことができ

ませんでした｡そこで,彼は販売員になりました｡

彼はコンピューター産業でいろいろな仕事をしてき

ました｡後年になって,マネージャーに教育をする

仕事をしました｡

私は1962年に23歳で結婚しました｡私たちは予

定していたよりも早く結婚することになりましたO

というのは,ピーターの母親が脳腫癌で突然に亡く

なったからです｡彼女が病気と分かってから, l ケ
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月で亡くなりました｡ピーターの父親はとても悲嘆

にくれました∪そこで,彼の世話をするために,私

たちは結婚を早めました｡結婚後,私たちはピータ

ーの父親の家に住みました｡長男のケリーは1962

年12月に1ケ月の早産で生まれました｡長男が18

ケ月になるまで,私たちはピーターの父親と同居を

しました｡その後,私たちは同じ地域にある自分た

ちの家に移りました｡私たちの家はコックスヒース

(coxheam)という村にありました｡

ケリーが生まれたとき,私はいったん退職しまし

た｡しばらくして,障害があって特別なニーズのあ

る子供を教える教師として,パー トタイムで再び働

き始めましたO私が教えた障害のある女の子は学校

に41.かないで,自宅にいました｡当時,障害のある

子供は学校で教育をおこなうのでなく,自宅で教育

をおこなうことになっていたからです｡私は女の子

の家に行って, 1日に2時間教えました｡私はケリ

ーを連れてその家に行きました｡私が教えている間,

ケリーは女の子の姉と遊んでいました｡このように,

私は仕事と子供の世話をうまく両立させることがで

きました｡

次男のケビンは1965年9月に生まれました｡そ

して,私は仕事をやめました｡私たちはケントを離

汁,バークシャー州 (Berkshirecounty,イングラ
ン ト南東部 にあ る州) の ソニ ング ･コモ ン

(sonningCommon)に移り住みました｡移った直

後に私は妊娠して,三男のヒュ-が1968年に生ま

れましたしヒュ-が生まれた後,プレイ ･グループ

(社交性を身につけるために,近所に住んでいる就

学前の子供たちが集まって,いっしょに遊ぶ会)で

資格を持った指導貞としてパー トタイムで働きまし

た｡小さな子供のいる母親たちは子供をプレイ ･グ

ループに連れて来ますが,それを運営する指導員で

す｡

その後,私たちはボーンエンド (BourneEnd,

バークシャー州に接している村)に移りました｡そ

こ は , 今 は バ ッ キ ン ガ ム シ ヤ ー 州

(Buckinghamshirecounty)となっていますい私は

パー トタイムで学校の教師の助手 (teachers'aid)

となりましたL,ケリーとケビンは学校に入学してい

ましたし,ヒュ-はその学校の角にあるプレイ･グ

ループに入っていました｡そこで,私はケリーとケ

ビンが行っている学校で働くことにしたのですし.ヒ

ューが学校に行くようになったとき,私はフルタイ

ムの教師に戻りました｡私は子供たちが行っている

学校で働いていたので,子供たちに何かあれば,す

ぐに知ることができました｡とても便利でした｡で

ち,私は学校で自分の子供たちを教えたことはあり

ませんし,私たちは金銭的にゆとりができたので.ち

っと大きな家に移 りました｡1982年にオース トラ

リアに来るまで,私はフルタイムで教師を続けまし

た｡

私たちがオーストラリアに来る前,ピーターはア

メリカの会社に勤めていました｡当時,第1次不況

(thefirstrecession)でした｡その会社はよく考え

ることもしないで,ヨーロッパのすべての職をアメ

リカに移し,アメリカからヨーロッパの業務を指揮

することにしました｡ですから,私たちの選択肢は,

アメリカに行って住むか,会社を完全にやめるかし

かありませんでした｡ピーターは会社の仕事でオー

ストラリアにとても頻繁に行っていました｡ピータ

ーは出張でシドニーにたまたま行ったとき,仕事上

の人間関係を使って,新しい就職口を見つけました｡

ピーターはアデレー ドで働 くことになっていまし

た｡そこで,私は本を読んだりして,アデレー ドに

ついていろいろと調べました｡ピーターは4月にす

一一ストラリアに来ました｡イギリスの学年は7日に

終わりますから,私と子供たちは8月にオーストラ

リアに来ることにしていました｡オーストラリアに

先に行っていたピーターは私に電話をしてきて,

｢僕の最初の仕事を当ててごらん｡僕はアデレー ド

に派遣されて,その事務所を閉鎖することだ｣と言

いました｡ですから,彼はアデレードで働 くことが

できないわけですO私たちはすでにイギリスの家を

売ってしまいました｡でも,会社の人は ｢メルボル

ンで勤めることができる｣と言ってくれたので,私

たちは安心しましたOということで,私は何回かア

デレー ドに行きましたが,結局.私たちはメルボル

ンに住むことになりました｡1982年以来,私たち

はメルボルンに住んでいます｡

長男はロンドン大学にすでに入学していました:.

彼はイギリスにとどまって,大学を卒業すると決め

ました｡在学中に女性と知り合い,その後,彼女と

結婚し,いまでも一緒です｡ですから,長男はここ

で私たちと一緒に住んだことはありません｡.彼はロ

ンドンにおり,孫の男の子も1人ロンドンにいます｡

私たちは長男とそれほど頻繁に会いませんが,電話

では毎週話しています｡ピーターは長男と毎日Eメ

ールで連絡を取り合っています｡このように,私た

ちは良男ととても親密です｡

私の母親はまだ生きていましたので,私は2年に

1度イギリスに行きました｡母親は今年の5月に亡

くなりました｡私の母親が91歳のとき,膝がとて

もわるくなりはじめましたので,老人ホームに入ら

なければならなくなりました｡そこで,彼女は妹の

住んでいるスコットランドに移ることに決めまし
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た｡彼女は妹の家の近くにある老人ホームに入りま

した｡私はスコットランドによく行き,母親がどう

かを見てきましたO

私は1982年にオーストラリアに釆ましたO私が

オーストラリアに来たとき,私たちは初めグレン･

rLJェ-バリーに住みました｡家族がここで(I)生活に

慣れて落ち着くために,私は1年間仕事を休むこと

にしましたし,その後,私は教職に戻りたいと考えま

したが,オーストラリア政府はイギリスで取得した

私の資格を認めていないことが分かりました｡イギ

リスを出たとき,私は学校で副校長に次ぐ地位にい

ました｡イギリスの学校制度はオーストラリアと同

じですOでも,オーストラリア政府は私がイギリス

で受けた2年間の教師になる訓練を認定しませんで

した｡

私は働き先を変え,障害者のための作業場で働き

ました｡ティーンエージャーや少し年長で,精神的

や身体的に障害のある人たちがそこで働いていま

す｡作業場には教育講座があり,私はそれを担当し

ました｡作業場は民間企業のようなもので,障害の

ある人たちを雇っています｡】そうした人たちは精神

的あるいは身体的に能力が劣るので,普通の従業員

のように働けません｡作業場には,参加が自由な教

育講座があります｡彼らが望まなければ,学ぶ必要

はありません.-,もし希望するなら,私のところに来

て,学ぶことができます{二.何人かは読み方を習った

り,私に競馬で賭けるのを助けてもら･'たりしまし

た｡私は競馬の賭けが得意ですOいろいろな講座か

ありました｡何をやるかは,彼らが何を習いたいか

にまったくかかっていました｡ある女の子はボタン

のつけ方を習いました｡私たちはブライ トン

(Brighton,メルボルンの中心から南東に10キロの

ところにあるサバーブ)に家を買いました｡職場は

ミッチャム (Mitcham,メルボルンの中心から東に

20キロのところにあるサバーブ｡プライトンから

約 20キ ロ離 れてい る) とブ ラ ックバ ー ン

(Blackbum,メルボルンの中心から東に17キロの

ところにあるサバーブ｡プライトンから約17キロ

離れている)でしたから,通勤に片道 1時間かかり

ました｡ですから,私はとても疲れてしまいまし

た｡

その後,私は授業前と放課後に子供の世話をする

活動(beforeandafterschoolchildcareprogranune)

に係わるようになりましたDセント･キルダ (St.

Kilda,メルボルンの中心から南南東に5キロほど

のところにある海に面したサバーブ)で子供の世話

を2年間しました｡次に,私はアルバート･パーク

(AlbertPark,メルボルンの中心から南へ数キロの

ところにある都心近くのサバーブ)で子供の世話を

する活動を立ち上げました｡その後,ブライトン･

グラマー ･スクール (BrightonGrammarSchool,

プライトンにあるグラマー ･スクール)で仕事に就

きましたOその学校で,子供の世話をする活動を立

ち上げ,7年間運営しました｡子供の授業が始まる

前から両親が働かないといけなかったり,子供の授

業が終わっても両親がまだ働いていたりするとき,

私は両親に代わって子供の世話をしました｡授業前

の子供の世話としては,学校で朝食を食べさせたり,

宿題をしていなかったら,宿題をさせたりしました｡

放課後の子供の世話としては,午後の紅茶をしたり,

スポーツをしたりしました｡料理をしたり,トラン

プをしたり,スポーツをしたりもしました｡子供た

ちに何かを教えるというのではなく,子供たちの活

動を監視し,子供たちに活動の計画を立てさせたり

する仕事です｡テレビを見ることもよくしました｡

学校をできるだけ家庭のような雰囲気にして,子供

の世話をしました｡その仕事は楽しかったです｡

私がある日新聞のクロスワードを解いていると,

外国で訓練を受けた教師を1年間の勉学で学士号レ

ベルに格上げしますというモナシュ大学の広告が目

にとまりました｡それに応募して,授業を受けて,

幼児教育の学士号 (earlychildhooddegree)を

1994年に取りましたO

私は幼稚園の園長として1994年から2000年まで

働きました｡義理の娘が重い病気にかかったので,

最初の孫娘である彼女の娘を世話するため2000年

に退職しました｡私は2年半の間,1週間のうちに

3日と2夜,それにしばしば週末も孫娘の世話をし

ました｡義理の娘はだんだんとよくなりました｡私

の息子はアメリカで仕事に就いたので,家族でアメ

リカに行きました｡別れは,息子の家族と私たちの

双方にとってさびしいものでした｡私は3回アメリ

カに行きました｡息子夫婦ははじめ18ケ月という

ことでアメリカに行って働きましたが, 更に3年間

滞在を延長してアメリカで働きました｡今は,オー

ストラリアに戻ってきていて,離ればなれというこ

とではなくなりました｡

息子の家族がアメリカに行ったとき,私はやるこ

とがなくなりました｡そこで,幼稚園のボランティ

アの仕事に係わるようになりました｡さらに,工芸

の講習会に行ったり,それ以外のこともしたりする

ようになりましたO私は工芸をずっとやっていまし

た｡私が子供のとき,私の母親は縫うことが上手で

した｡私は縫うことは下手でしたが,刺繍をするこ

とを楽しんでやっていましたO私は工芸に興味をず

っと持っていて,たくさんの講習会に行って習って
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いました｡私は編み物をかつてはしていましたが,

今はしていませんO以前は編み機や編み棒を持って

いました._,

私たちがオース トラリアに移住したとき,幸運な

ことに.最初に住んだ家の隣人にとてもいい夫婦が

いました,,ジョンとキャロルといいます｡キヤUル

も工芸に興味があったので,キャロルと私は一緒に

たくさんの展覧会に行きましたO私たちはとても親

しい友人となりました｡彼女は突然ガンになり,亡

くなりました｡ずっと昔のことですが,今でも彼女

がいなくなってとてもさみしく感じます｡私がオー

ス トラリアに来たとき,末の息子は14歳になって

いましたから,学校に行って他の生徒の父兄と会っ

たりすることはありませんでしたO子供たちは大き

くなっていたので,子供たちを介して人と知り合う

機会はありませんでした｡私が人と知り合いになる

のにおいて,キャロルにはとても助けてもらいまし

た｡彼女はあらゆる種類の人たちを私に紹介してく

れました｡彼女が紹介してくれた2人は,今では私

の最も親しい友人となっていますOさらに,ピー一一ク

ーの仕事を通じて彼の仕事関係の人たちと知り合い

になりました｡ピーターはゴルフを始めましたから,

私たちはたくさんのゴルフ ･クラブの人たちと友人

になりましたし,今でもそうです｡

ス-はイングランド生まれです｡私が彼女と知り

合ったとき,彼女は夫とオース トラリアに30年は

どすでに住んでいました｡彼女は,私たちがとても

親しくしていたイングランドの友人を知っていまし

た｡ある日ス-が私を訪ねてきてから,私たちはと

ても親しい友人となりました｡彼女はたくさんの人

を知っていました,.そして,彼女は私に人を紹介し

てくれるなどして,私がメルボルンでの生活に慣れ

て落ち着くのを助けてくれました｡彼女はイングラ

ンドで生まれ育ちましたから,私たちとたくさんの

共通点があります｡ス-夫妻はイングランドの生活

の仕方をずっと守って暮 らしていてイギリス人

(Englander)のようです｡今では,私たちは自分た
ちの方がよっぽどオーストラリア人 (Aussie)みた

いだと思っていますt,私たちはイギ1)スとオースト

ラリアの2つのパスポー トを持つことができます｡

もしどちらかのパスポートをあきらめなければなら

ないとしたら,私はイギリスのパスポー トをあきら

め,オース トラリアのパスポー トを持ち続けます｡

もしそうなったとしたら,ス-はオース トラリアの

パスポー トをあきらめ,イギリスのパスポー トを持

ち続けるでしょう｡ス-は50年間もオース トラリ

アに住んでいるのにです｡私は,ス-がイギリスの

生活の仕方を守って暮らしているのに感心してしま

いますこ.

私は子育てが大好きです｡新生児の世話は得意で

はありません｡ただ新生児を愛してあげるだけです｡

でも,新生児は6ケ月をすぎると人間らしくなって

きます｡私はそうした子供に興味があります｡私に

とって,5歳までの子供はマジックのように思えま

すO私は幼稚園に行って,子供たちが突然何かをで

きるようになるのを見ると,今でもとても興脅しま

す｡

私たちの子供たちは普通の10代をすごし,それ

を切り抜けました｡多くの青少年の問題は,不良の

仲間集団の圧力から起こります｡私たちの息子たち

がそうした仲間集団の圧力から不良にならなか･,た

のは,幸運なことでした｡末の息子はメルボルン･

ハイスクール (MelbourneIiighSchool,公立の男

子校で,生徒は第9学年から第12学年までをおく

る｡入学者は選抜試験にもとづいて決められ,生徒

の学力は高いO)でホッケーをしていました｡私た

ちは息子のホ､ソケ-の観戦にしばしば行きました｡

息子の友人たちは今ではみんな結婚して,家族を持

っています｡私たちは息子の友人たちとまだ交際し

ています｡子育てはたい-んな仕事で,現在も進行

中です｡末の息子は来年40歳になりますが,私た

ちは今でも彼のことが心配です｡すべての親はそう

です, (-供と同じように孫を愛していますが,別の

什方で孫を愛しています｡孫を育てる責任はありま

せんから,孫を両親に返せます｡孫とのつき合いを

f･僕とのつき合いとは別の仕方で楽しむことができ

ます,,I-供たちがiF.しい意思決定をするかどうか心

配ですGもし息子たちがここにいたとしたら,息子

たちは l77,よせよ｡.勘弁してくれよ｡僕たちは

ママの世話をしてあげられるよ｣と言うと思いま

す｡

私たちはグレン･ウェーバリーに2年半しか住み

ませんでした｡そして,プライトンに移 りました｡

正確に言えば,ガーデンベール (Gardenvale,グレ

ンアイラ市を構成するサバーブのうちの 1つ)です｡

そこは高級住宅地でしたから,簡単に家屋を売るこ

とができました｡子供が巣立って,その家屋は夫婦

には大きくなってしまったので,小さい家屋に住む

ためにここに引っ越 してきました｡ここには3年間

近く住んでいます｡来年の 1月で3年になります｡

私が退職して数年後に,ここに引っ越 してきまし

た｡

ピーターは完全に退職してはいません｡まだ自宅

で仕事を楽しんでやっています｡彼は都心にある弁

護士事務所のために職場の安全対策用のコンピュー

ター ･ソフトを売っています｡彼がソフトを売るこ
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とができなければ,その事務所は給料をまったく払

いませんし.彼の給料はいくつソフト売るかにかかっ

ています.彼は真剣に働いているのではなく,楽し

みのためにときどきゃっているのです｡

何人かの人たちと退職のことを話したことがあり

ます｡夫が退職をすると,夫といつでも一緒にいる

ことになり,まったく新しい日課に慣れないといけ

ません｡退職後,ピーターはいつもここにいます｡

ピーターは私が昼食を食べる時間よりももっと早く

に昼食を食べるので,夫の退職後3日目に,私たち

は一緒に昼食を食べないことが分かりました｡私た

ちは昼間も一緒にいることになりましたが,まった

く違う時間に昼食を食べるのです｡でも,ピーター

は火曜日,木曜日,土曜日にゴルフへ行くので,私

だけがこれらの日には昼間この家にいますOですか

ら,うまくゆくのです｡友人たちの話を聞くと,過

職前に毎日の生活の仕方を決めておく必要があるよ

うです｡例えば,誰がシャワーをいつ使うかといっ

たようなことです｡新しい生活の仕方を決めておく

ことで,生活がうまくゆくのです｡

私は自分自身でスポーツをしませんが,クリケッ

トに関心があります｡私の祖母はクリケットのフア

ンでした｡その影響で,私は幼い頃に熱心なクリケ

ットのフアンとなりましたO私が自分自身でやるス

ポーツといえば,歩くことぐらいです∪

③何に幸福を感じるか

私は集団の一員となることを楽しいと思いませ

ん｡工芸品を作ることなら自分のペースでできます｡

でも,チームの一一月となってスポーツをすることが

好きでありません｡私は他の人と協調してやってゆ

くことがまずもって得意ではないのです｡

私は,道を挟んだ家の前にある老人大学で文章の

書き方の講座を取ってみたいと思います｡私たちが

子供の頃,私の父親は自分で作った物語を私たちに

よく語ってくれたものでした｡彼は物語を書き留め

ましたが,出版しませんでした｡私はその物語を私

の子供たちに語って聞かせたり,幼稚園でたくさん

の閲児に語って聞かせたりしました｡子供たちはそ

れを楽しんでいましたQ私は物語を書き留めて,出

版してもらえるかどうか当たってみたいと思いま

す.)もしだめなら,自費出版でもいいですから,出

版したいと思います｡

私は今パソコンを習っていますが,パソコン通信

をやってみたいと考えています｡
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